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令和７年 11 月 26 日  

小布施町特定居住促進計画素案に係るパブリックコメント実施結果 

■意見募集期間 

令和７年 11 月 17 日（月）～11 月 24 日（月） 

 

■計画案の公表方法と意見の提出方法 

・公表方法    町ホームページ、企画財政課窓口 

・意見の提出方法 所定の様式「意見提出書」に意見を記入し、窓口・郵送・ファクス・メールにて提出。 

 

■実施結果 

意見等の提出者数 ３名 

意見等の件数   ５件 

 

■意見等の区分 

区分 内容 件数 

１ 素案を修正する ２件 

２ 素案に盛り込まれており、修正しない １件 

３ 素案を修正しないが、今後の取り組みにおいて参考とする １件 

４ 検討の結果、素案を修正しない １件 
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■提出された意見の概要及びそれに対する町の考え方 

No. 該当箇所 意見等 町の考え方 

２．特定居住の促進に関する基本的な方針 

 ⑴ 基本方針 

1 2 ページ  行目 

外来語が多くて文章の内容が十分に理解出来ません。

行政の資料であっても、町民が分かるように日本語に

直せるところは変えていただければと思います。 

全体を通じてコワーキングは重要単語と認識していま

す。聞き慣れない言葉です。調べてみると 2005 年か

ら米国サンフランシスコ発で広まってきたとのこと。

コ・ワーキングとは違うということですが、日本語で

説明していただけると有難いです。 

・７行目 

「既存ストック」→「在庫紹介物件」 

・８行目 

「アクティブシニア」→「活動的な中高年」 

「ライフスタイル」→「生き方」 

・21 行目 

「マッチング」→「適切な組み合わせ」 

ご指摘いただいた部分を含め、外来語を用

いた表現について、以下のとおり日本語に

言い換えるか、注釈を付けました。 

・「「既存ストック」→「既存資源」 

・「「チャレンジショップ」→「チャレンジシ

ョップ（お試し出店）」 

・「「デュアルスクール制度」→「区域外就学

制度」 

・「「テレワーカー」、「アクティブシニア

層」、「ライフスタイル」、「コワーキングス

ペース」、「マッチング」、「マッチングプラ

ットフォーム」、「パークアンドウォーク」、

「DX」について、注釈を付けました。 

2 2 ページ 13 行目 

・「「利活用」→「活用」 「利活用」という言葉と「活用」という言

葉が混在していたため、「活用」に統一いた

しました。 

 ⑵ 目標 

3 3 ページ  行目 
目標について、明確な数値としてよいことと思いま

す。 

現段階では、一部事業について制度設計を

行っている段階であるため、最終的な就労
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最終的な就労数や経済効果、移住などの目標について

も定めておくとよいのではないでしょうか。（江府町

さんの KPI なども参考に） 

数等については、目標値として十分な検討

が不足しております。今後、実施事業の詳

細が決まり次第、頂いたような目標を検討

し、目標設定したいと考えております。 

３．特定居住拠点施設の整備に関する事項 

 ⑴ 特定居住拠点施設 

4 4 ページ  行目 

・表中 No.1 

「サテライトオフィス」→「通信事務所」あるいは

「創新斎」[新しいことを創る居室の意] 

・表中 No.2 

「往来」→「悠来」 

ご指摘いただいた部分は、施設の名称であ

り、固有名詞ですので、修正いたしません。 

全体 

5  ページ  行目 

小布施町が県から指定された「二地域居住重点地区」

に基づく「町特定居住促進計画」を策定する事につい

ては賛同いたします。 

理由： 

①11 月 5日の町長記者会見で説明が有った国の財政支

援が受けられる点 

②既に重点地区の指定を受けている塩尻市において

「お試し居住施設」を運営している団体が有り成果を

上げている点 

③移住・定住を決める前に滞在し、お試し居住をする

事はニーズがあり、その為の環境と施設整備は必要と

なる点 

計画策定についてご賛同いただきありがと

うございます。ご意見として承ります。 

 


